
文芸広場

開館午前９時～午後10時（年末年始除く）　　１回につき１人５冊まで、２週間借りることができます。

和水町公民館図書室だより 問　中央公民館図書室　　　☎0968・86・2022
　　三加和公民館図書室　　☎0968・34・3047
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　熊本地震から10年。７月28日「令和８年熊本地震」が再びふるさと熊本を揺るがしました。家族、親戚、友人な
ど、大切な人の安否を心配されたことでしょう。
　地震や台風、大雨などの自然災害は、いつ、どこで起こるか分かりません。そのたびに、「命を守る行動に心がけ
ましょう」という呼びかけを幾度となく耳にされたことと思います。
　今回ご紹介する２冊には、災害への備えや、さまざまな危険から身を守るための知識が分かりやすくまとめられて
います。子どもから大人まで一緒に読める内容ですので、この機会にぜひご家族で手に取り、防災について話し合う
きっかけにしてみませんか。

人生には、いろんなことが起こ
ります。しかし、何が起きても

「命」さえあれば大丈夫。きっ
と、何とかなります。「この世で
一番大切なことは、命を守るこ
と」生きていると、いろいろあ
るから知識が武器になる。危険
生物から、自然・災害から、ケガ・
事故から、犯罪から、身の回り
の危険から、あらゆる危険を回
避する76の方法をイラストにて
紹介してあります。

「建物がグラッと揺れた」そんな
時あなたは、どうする？　地震、
津波、台風、大雨等、年々増える
災害。いつ起きるか分からない災
害に日頃からしっかり備えること
が大切です。家族の「防災デー」
をつくって家族で考えてみましょ
う。また、家族の命を守るために
防災について定期的に話し合いの
場を設けることも大切です。「あ
なたの家は、大丈夫？」

「いのちをまもる図鑑」
監修　池上　彰

（ダイヤモンド社）

「いのちをまもる　
� ぼうさいの絵本」
WILLこども知育研究所

（金の星社）
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～和水町公式　Instagram～

和水町の「今」を発信しています！

イベント情報やお知らせを
いち早くチェック！

広報紙に載らない写真も
動画もたくさん！

町インスタグラム

フォローは
こちらから

鶏肉と夏野菜の包み蒸し
◦鶏むね肉･････････320ｇ
◦かぼちゃ･････････280ｇ
◦ズッキーニ･･･････200ｇ
◦ミニトマト･･･････150ｇ

◦カットトマト缶･･･120ｇ
◦にんにく･･･････小さじ１
◦塩･････････････････２ｇ
◦粗びき黒こしょう･･･少々

 ４人分量

❶ ‌�鶏肉は一口大のそぎ切り、かぼちゃは１㎝厚さの食べや
すい大きさに、ズッキーニは１㎝厚さの輪切り、ミニトマ
トは半分に切る。

❷ 〈A〉を全て混ぜる
❸ ‌�30㎝程のアルミホイルを広げ、鶏肉、野菜を入れ、その

上に❷をのせる。
❹ ‌�アルミホイルを手前側から具材を全て覆うように被せ、

奥側からも覆うように被せる。重なる部分を２回程折り、
両端をねじる。

❺ ‌�フライパンに❹を並べ、水を底から５㎜くらいの高さま
で加え、ふたをして約10分程蒸す。

❻ 食材全てに火が通ったら完成。
❼ アルミホイルのまま器にのせる。

 作り方

　時短料理にも繋がる一品。切って冷凍していたお肉やお魚、家庭に
ある野菜を組み合わせることによって色々なアレンジができます。
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作
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れ
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収
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。
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収
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迎
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れ
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し
た
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文化係
☎0968（34）3047

▲湯舟溜池

▲遠山神社例祭

▲遠山神社例祭
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